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■
愛
知
１
区
：
「
市
民
と

野
党
を
つ
な
ぐ
会
愛
知
一

区
」
、
「
愛
知
一
区
か
ら

政
治
を
か
え
よ
う
よ
」

11
月
29
日
に
は
、
革
新
・

北
の
会
の
呼
び
か
け
で
つ

な
ぐ
会
＠
愛
知
一
区
、
吉

田
つ
ね
ひ
こ
衆
議
院
議
員

も
参
加
。
日
本
学
術
問
題

で
街
頭
宣
伝
。
こ
れ
ま
で

に
も
桜
を
見
る
会
な
ど
立

憲
野
党
の
参
加
で
街
頭
宣

宣
伝
、
「
選
挙
に
い
こ
う

よ
」
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。

■
愛
知
２
区
：
２
０
１
６

年
11
月
に
結
成
「
あ
な
た

と
わ
た
し
で
つ
く
る
政
治

＠
千
種
・
名
東
・
守
山
」

種
子
法
反
対
、
水
道
法
改

悪
な
ど
の
学
習
会
、
シ
ン

ポ
「
ア
ベ
政
治
と
民
主
主

義
」
、
市
民
と
立
憲
野
党

参
加
の
街
頭
宣
伝
、
投
票

率
を
上
げ
る
た
め
に
「
こ

ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
」
チ
ラ
シ
１
万
枚

作
成
、
交
差
点
で
の
宣
伝

を
す
す
め
て
い
る
。

■
愛
知
３
区
：
「
み
ん
な

が
主
人
公
の
政
治
を
つ
く

る
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
＠
愛

知
３
区
」
今
年
２
月
に
は

「
国
会
報
告
と
国
会
議
員

と
の
懇
談
会
」
日
本
共
産

党
、
立
憲
民
主
党
、
新
社

会
党
、
緑
の
党
東
海
が
参

加
。
７
月
に
は
八
事
交
差

点
で
１
０
０
名
参
加
し
、

街
頭
ア
ピ
ー
ル
。
政
策
づ

く
り
と
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動

を
実
施
中
。

■
愛
知
４
区
：
「
つ
な
ぐ

会
＠
愛
知
４
区
」
、
「
野

党
共
闘
！
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
愛
知
４
区
」
立
憲
野
党

の
参
加
で
公
開
討
論
会
、

立
憲
野
党
と
市
民
の
共
同

街
宣
な
ど
。
９
月
「
要
求
・

政
策
討
論
会
」
を
開
催
、

政
策
を
作
成
。
11
月
１
日

に
金
山
駅
で
立
憲
野
党
の

合
同
街
宣
を
行
っ
た
。
11

月
29
日
に
は
立
憲
野
党
と

「
愛
知
４
区
で
の
統
一
候

補
を
め
ざ
す
懇
談
会
」
を

開
催
。

■
愛
知
５
区
：
市
民
連
合

＠
愛
知
５
区
を
結
成
、
５

区
選
出
の
立
憲
民
主
党
赤

松
広
隆
氏
へ
の
働
き
か
け

を
行
う
。

■
愛
知
６
区
：
「
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
＠
愛
知
６
区
」

２
０
１
７
年
結
成
。
３
千

万
署
名
、
様
々
な
学
習
会
、

２
０
１
９
年
年
６
５
０
人

の
参
加
で
「
子
ど
も
の
未

来
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、

立
憲
野
党
と
の
懇
談
、

「
選
挙
に
行
こ
う
」
宣
伝
、

「
地
元
の
声
を
国
政
に
」

シ
ン
ポ
、
10
月
「
次
期
総

選
挙
に
向
け
て
市
民
と
立

憲
野
党
の
対
話
集
会
」
を

開
催
。

■
愛
知
７
区
：
「
市
民
と

野
党
を
つ
な
ぐ
会
＠
愛
知

７
区
」
２
０
１
６
年
に
設

立
。
２
０
１
９
年
か
ら
の

二
年
間
は
市
民
と
野
党
の

懇
談
会
、
７
区
で
の
共
通

政
策
を
作
成
、
10
月
に
は

第
４
回
の
市
民
と
野
党
の

懇
談
会
を
開
催
。
社
民
党
、

新
社
会
党
、
共
産
党
、
立

憲
民
主
党
、
緑
の
党
東
海

が
参
加
。
７
つ
の
市
に
市

民
と
野
党
の
共
闘
組
織
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
12
月

１
日
、
須
山
は
つ
み
さ
ん

と
森
本
和
義
さ
ん
参
加
で

懇
談
会
を
開
催
。

■
愛
知
８
区
：
「
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
愛
知
８
区
」
、

「
政
権
交
代
を
め
ざ
す
愛

知
８
区
市
民
の
会
」
が
取

り
組
ん
で
お
り
、
野
党
統

一
候
補
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
る
。

■
愛
知
９
区
：
「
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
＠
愛
知
９
区
」

再
開
を
検
討
。

■
愛
知
10
区
：
10
区
を
構

成
す
る
３
市
２
町
に
「
野

党
共
闘
を
す
す
め
る
市
民

組
織
」
を
立
ち
上
げ
た
。

10
区
に
合
っ
た
政
策
要
望

を
つ
く
る
。

■
愛
知
11
区
「
安
倍
政
治

を
許
さ
な
い
野
党
共
闘
を

す
す
め
る
豊
田
・
み
よ
し

の
会
」
６
月
末
に
国
民
民

主
党
県
連
を
通
じ
て
懇
談

を
申
し
入
れ
し
た
が
連
合

（
労
働
組
合
）
と
の
関
係

で
断
ら
れ
た
。
６
団
体
が

参
加
し
て
い
る
。

■
愛
知
12
区
：
２
０
１
７

年
総
選
挙
か
ら
「
市
民
と

政
治
が
つ
な
が
る
会
＠
愛

知
12
区
」
月
一
回
の
運
営

委
員
を
開
き
、
立
憲
野
党

中
央
に
「
野
党
連
合
政
権

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
ほ

し
い
」
と
要
請
。

■
愛
知
13
区
：
「
愛
知
13

区
市
民
連
合
」
13
区
の
５

自
治
体
を
網
羅
す
る
11
人

の
代
表
委
員
を
確
認
、
政

策
委
員
会
を
設
置
し
政
策

の
素
案
を
作
成
。

■
愛
知
14
区

■
愛
知
15
区
：
安
倍
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど

の
動
き
が
あ
る
。

（３）革新・愛知の会 第３０７・３０８合併号 ２０２１年１月１０日

市
民
と
野
党
の
共
闘

前
進
へ

革
新
・
愛
知
の
会
総
会
で
は
、
地
域
・
職
場
革
新
懇
か
ら
各
地
の
総
選
挙
に
む
け
て

の
「
市
民
と
共
闘
」
の
取
り
組
み
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
先
の
総
選
挙
後
、

県
内
で
も
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
広
げ
よ
う
と
奮
闘
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

立
憲
民
主
党
吉
田
つ
ね
ひ
こ
議
員

11･

１

立
憲
野
党
の
参
加
で
合
同
街
宣

革新・愛知の会 第３０７・３０８合併号 ２０２１年１月１０日（６）

「
憲
法
を
く
ら
し
と
政
治

に
い
か
す
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
あ

い
ち
総
が
か
り
行
動
」
の

発
足
総
会
が
11
月
23
日
午

後
、
イ
ー
ブ
ル
な
ご
や
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
１
４
９
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
、
安
保
法

制
強
行
採
決
に
反
対
し

「
安
倍
の
暴
走
を
止
め
よ

う
愛
知
共
同
行
動
実
行
委

員
会
」
、
「
安
倍
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
あ
い
ち
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
」
は
こ
の
５
年
間
、
こ

れ
ま
で
の
共
同
を
大
き
く

広
げ
団
体
や
個
人
が
集
ま

り
地
道
に
繋
が
り
を
つ
く

り
、
信
頼
を
高
め
て
き
ま

し
た
。

発
足
集
会
で
は
、
中
谷

雄
二
弁
護
士
が
、
情
勢
を

め
ぐ
っ
て
の
報
告
と
あ
い

ち
総
が
か
り
行
動
発
足
に

至
る
経
過
を
提
起
し
ま
し

た
。申

し
合
わ
せ
事
項
も
確

認
し
ま
し
た
。

共
同
代
表
（
中
谷
雄
二
・

長
峯
信
彦
・
高
橋
信
・
塚

田
聡
子
）
と
事
務
局
長

（
山
本
み
は
ぎ
）
、
次
長

（
浅
井
昇
、
近
田
美
保
子
、

関
久
一
、
水
谷
陽
子
）
を

選
出
。
賛
同
す
る
個
人
・

団
体
の
み
な
さ
ん
へ
加
入

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
参
加
申
し
込
み
用
紙
参

照
）

＊
団
体
１
口
３
千
円

＊
個
人
１
口
１
千
円

和
田

肇

（
名
古
屋
大
学

名
誉
教
授
）

菅
政
権
に
よ
る
日
本
学

術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否
は
、

政
府
や
自
民
党
の
体
質
、
そ

し
て
抱
え
る
多
く
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
て
い
る

第
１
に
、
こ
の
問
題
は
、

日
本
学
術
会
議
に
よ
る
会
員

の
推
薦
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

首
相
に
よ
る
任
命
と
い
う
日

本
学
術
会
議
法
の
規
定
に
反

し
、
独
立
し
た
機
関
へ
の
不

当
な
政
治
介
入
で
あ
る
。
内

閣
府
は
、
公
務
員
の
任
命
権

が
国
民
の
権
利
で
あ
る
と
す

る
憲
法
15
条
、
お
よ
び
行
政

機
関
に
対
す
る
首
相
の
指
揮

監
督
権
を
定
め
る
同
法
72
条

を
根
拠
に
首
相
の
任
命
拒
否

を
正
当
化
す
る
が
、
そ
れ
は

日
本
学
術
会
議
が
政
府
と
の

関
係
で
独
立
性
を
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
無
視
す
る
議

論
で
あ
る
。

第
２
に
、
首
相
に
は
任
命

に
つ
い
て
裁
量
権
が
あ
る
と

す
る
見
解
は
、
こ
れ
ま
で
政

府
が
国
会
で
明
ら
か
に
し
て

き
た
、
「
任
命
は
形
式
行
為

に
過
ぎ
な
い
」
と
の
公
定
解

釈
を
破
る
も
の
で
、
法
治
主

義
（
法
に
よ
る
行
政
）
に
反

し
て
い
る
。
検
事
総
長
候
補

者
の
定
年
を
定
め
た
法
律
に

反
し
定
年
延
長
を
強
行
し
よ

う
と
し
た
こ
と
と
、
同
じ
過

ち
を
犯
し
て
い
る
。

第
３
に
、
研
究
者
の
自
由

と
そ
の
集
団
の
制
度
的
自
由
・

自
律
性(

自
治)

を
内
容
と
す

る
学
問
の
自
由
の
侵
害
と
な

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、

拒
否
さ
れ
た
研
究
者
の
学
生

に
も
被
害
が
及
ん
で
い
る
点

で
は
、
教
育
権
の
侵
害
で
も

あ
る
。

第
４
に
、
政
府
と
そ
れ
に

同
調
す
る
研
究
者
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
（
櫻
井
よ
し
こ
な

ど
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
学
術
会
議
批
判
は
、
市
民

の
間
に
研
究
者
と
の
分
断
を

持
ち
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

そ
の
多
く
は
事
実
に
反
し
た

り
歪
曲
し
て
お
り
、
反
知
性

主
義
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
杉
田
水
脈
問
題
な
ど
、

自
民
党
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
問
題
で
も
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
憲
法
無

視
の
自
民
党
の
体
質
を
改
め

て
白
日
の
下
に
さ
ら
し
た
。

そ
れ
は
ま
た
、
長
年
続
い
た

自
民
党
政
権
の
お
ご
り
、
暴

走
、
腐
敗
と
い
っ
て
も
よ
い
。

良
識
あ
る
市
民
の
連
帯
が
そ

の
対
立
軸
（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
）
と
な
る
。

日本学術会議会員

任命拒否問題が

提起すること

近
ご
ろ

思
う

こ
と
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＊
和
田
肇
さ
ん
は
２
０
２
０
年

６
月
号
に
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
考

え
る

社
会
の
在
り
方
」
と
題

し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

憲法をくらしと政治にいかす
改憲ＮＯ！ あいち総がかり行動

発足総会

菅
政
権
に
立
ち
向
か
う
、
新
た
な
闘
い
を


